
 

 

定例教育委員会会議録 
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岡谷市教育委員会 



定 例 教 育 委 員 会 
  

日  時 平成３０年３月９日（金） 

                                      午後１時１５分 

場  所 ２階２０２会議室 

署名委員 太田委員 髙木委員 

 

【 次  第 】 

○ 開   会 

○ 教育長報告 

○ 議   題 

１．文化財保護審議委員の任命について【資料 No.1】（非公開）        (生涯学習課) 

２．岡谷市教育委員会表彰について【資料 No.2】（非公開）          (生涯学習課) 

３．岡谷市教員住宅管理規則の一部改正について【資料 No.3】         （教育総務課） 

４．特別支援教育の充実について【資料 No.4】                （教育総務課） 

○ 報   告 

１．教育部長等に対する事務委任規程の一部改正について【資料 No.5】     （教育総務課） 

２．岡谷市小・中学校特別支援学級就学奨励費支給要綱の一部改正について【資料 No.6】 

                                     （教育総務課） 

３．学校統合アンケート結果について【別添資料】              （教育総務課） 

４．学校保健統計とその考察について【資料 No.7】               （教育総務課） 

○ そ  の  他 

  ・行事等について（各課） 

    ・その他 

【次回開催予定】 ４月５日（木）定例教育委員会 １５時００分 ２階 ２０２会議室 

出席委員  

教育長 岩本 博行、職務代理者 草間 吉幸、教育委員 橋爪 園美、教育委員 太田  博久、 

教育委員 髙木 千奈美、教育委員 藤森 一俊 

 事務局（説明員） 

教育部長  吉澤 洋人、教育部教育担当参事  三村 靖夫、教育総務課長  帯川 豊博、 

生涯学習課長  小坂 英之、スポーツ振興課長 小松 厚、教育総務課統括主幹 山田 勝由紀、 

生涯学習課統括主幹 小口 喜照、教育総務課主幹 高橋 卓、教育総務課主査 保科 圭吾 



＜会議録＞   

○開  会 

岩本教育長： それでは只今より定例教育委員会を始めたいと思います。本日の署名委員は太田委員さんと髙

木委員さんにお願いをいたします。最初に私から教育長報告をさせていただきます。 

 

○教育長報告  

今日は、各課それぞれから報告をさせていただきます。最初に教育総務課関係でございます。 

１．岡谷西部中学校の LD等通級指導教室設置について 

ＬＤ等通級指導教室については、県教育委員会が進める長野県特別支援教育推進計画に基づき、今年度からは、

中学校への設置を進めているところです。そうした中、諏訪地域の中学校では未設置となっていたことから、今

回、岡谷田中小学校での実績がある岡谷市に県教委から打診があり、３月定例会において来年度４月から設置す

るための経費等を一般会計の補正予算案として提出し、可決されました。 

これに伴いまして、小学生から中学生まで継続して支援することができ、生徒の特性に合わせた個別指導が可

能となります。市教委では、これまでも LD等通級指導教室の設置など特別支援教育の充実に先進的な取り組みを

してまいりましたが、今後も引き続き積極的に取り組み、児童・生徒の支援体制の強化に努めて参りたいと思い

ます。 

 

２．岡谷田中小学校の校章について 

 岡谷田中小学校の校章については、校歌・校章検討委員会において議論を重ねる中で、アヤメをモチーフと

した、子ども達の健やかな成長や両校の融和の願いが込められたデザインに決定し、昨年１２月に児童及び保護

者に検討の経緯と校章のデザインに込められた思いを説明いたしました。 

２月から始まった校章の設置工事も完了し、３月２日（金）に開催された校章のお披露目式において、校旗と

立体化された校章が児童、保護者、地域の方々にお披露目されました。 

子ども達一人一人がこの校章に込められた願いや思いを受け止め、今後の学校生活を充実したものにしていっ

て欲しいと願っているところです。 

次に生涯学習課関係でございます。 

 

３．学童クラブの年度切替えの状況について  

学童クラブは、保護者の就労支援を目的とすることから、春休みに続き年度末や年度初めにも開設しています。 

 ４月１日から新年度が始まりますが、学童クラブは入学式前の４月４日まで、休業日として朝８時前から午後

７時前まで児童・生徒を受け入れています。中には学校の集団生活も始まらない入学式前の新１年生を預かって

いるクラブもあります。年度の切替え事務に加え、指導員の配置異動もあり、一年で最も繁忙な時期となります

が、子どもたちに寄り添いながら見守り、保護者にも丁寧な対応を徹底していきたいと考えています。 

 現在、新年度の利用申し込みを取りまとめていますが、低学年を中心に利用が増える傾向が続いており、学童

保育の重要性の高まりを感じています。嘱託指導員・臨時指導員ともに、情報を共有し意識やスキルを高めて、

１２クラブが一丸となって、ケガや事故なく安全に安心して利用できる学童クラブの運営に努めていきたいと考

えております。 

続いてスポーツ振興課関係でございます。 

 

４．平昌パラリンピック出場選手について  

先月２５日までの平昌冬季オリンピックでは、茅野市出身の小平奈緒選手や下諏訪町の日本電産サンキョー所

属の高木菜那選手の活躍で、大いに盛り上がり、感動を覚えたところでありますが、特にスケートで頑張ってい

る子ども達には、大きな夢と希望を与えることができたのではないかと思っております。 

本日からは、平昌冬季パラリンピックが開催されるわけですが、本市関係の選手として、やまびこアリーナを



ナショナルトレーニングセンターとして合宿に取組んできたパラアイスホッケー日本代表チームが、２大会振り

に出場します。出場メンバー１７名のうち７名が、アリーナを本拠地にしている長野サンダーバーズに所属して

います。１０日（土）の午後３時からは、駅前のララおかや１階、ララ・ビジョンにおいて、韓国との試合のパ

ブリックビューイングも予定されています。 

また、本市出身の小池 岳太選手が、アルペンスキー５種目に、４大会連続で出場します。一昨年の練習中の

怪我もあり、開幕目前に出場が決定したわけですが、庁舎への懸垂幕の設置や、市民有志から託されました応援

メッセージの書き込まれた国旗をご家族にお渡したところであります。小井川小学校の子ども達、先生方も大弾

幕を用意して応援しております。 

これから、１８日にかけて、熱戦が繰り広げられると思いますが、市民の皆さんに元気や感動を与えてくれる

ような活躍に、期待をしたいと思っております。 

岩本教育長： 以上、私からの報告とさせていただきます。ご報告申し上げた点について、何かご質問、ご意

見等ございましたらお願いをいたします。 

よろしいでしょうか。それでは、本日の議事に移りたいとお思います。 

 

 

○議  題 

１．文化財保護審議委員の任命について（非公開）  (生涯学習課) 

＜文化財保護審議委員の任命について事務局より説明し、承認される。＞  

  

２．岡谷市教育委員会表彰について（非公開）   (生涯学習課)  

＜教育委員会の表彰規程に該当する候補者について事務局より説明し、候補者全員について、表彰者として承認

される。＞ 

 

３．岡谷市教員住宅管理規則の一部改正について  （教育総務課） 

岩本教育長： 議題３について事務局より説明をお願いします。 

＜事務局より岡谷市教員住宅管理規則の一部改正について説明。＞ 

岩本教育長： 今、事務局から説明がありましたが、ご意見、ご質問等ございましたらお願いいたします。 

草間職務代理者： 今使われている住宅と空いている住宅について教えてください。 

事 務 局： 現在、市営教員住宅の中で入居者がいるのは２戸だけという状況です。教員住宅管理運営計画 

の中で、間下教員住宅は残すけども、他の教員住宅は処分していくという位置付けになっておりま

す。今後、市営教員住宅には入居をさせないというのが基本的な方針で、この２戸の方が出られれ

ば取り壊し、或いは、処分していくという形になります。ただし、処分するにあたっても様々な課

題がございまして、なかなか上手く売れずに残ってしまっている場所もあるという状況です。 

岩本教育長： 他に何かございますか。それでは、この件につきましては、この内容で承認してよろしいで 

しょうか。  

【承   認】 

岩本教育長： ありがとうございました。それでは、教育委員会として、この内容で承認することといたしま 

す。次に議題４に移りたいと思います。 

 

４．特別支援教育の充実について  （教育総務課） 

岩本教育長： 議題４について事務局より説明をお願いします。 

＜事務局より特別支援教育の今年度の取り組みと来年度の取り組みについて説明し、さらなる特別支援教育の充



実のため、教育委員さんからご意見をいただく。＞ 

岩本教育長： 今、事務局よりお話しがありましたが、橋爪委員さんには、とりわけ特別支援教育に力を入れ 

ていただいて、色々な面でご意見を頂戴してきた訳でございますので、橋爪委員さんよろしくお願

いいたします。 

橋 爪 委 員： 資料を見させていただいて、岡谷市はとても大切なことを確実に拡充していきながら、重ねて

取り組んでいただいているなあと感じております。この流れに乗ってどんどん来年度以降も充実

させていただけるといいなあと願う中で、日頃学校に入らせていただく機会なんかも別の立場で

あるものですから、そこら辺の経験を基に参考になればと思って少しお話しをさせていただこう

と思います。少し前に比べれば、随分と特別な支援が必要なお子さんに対する眼差しというのが、

凄く向上してきているなあと感じておりますけども、具体的にこの事が必要という支援に関して

は、まだなかなか入れにくい状況が現場にはあるのかなあということも感じております。割合で

いきますと１割という数字を専門科の方が仰っている状況がありまして、私も肌で感じることと

一致しているなあと思っていますが、私はもう少し１割＋αくらいの感じで、対応が必要なお子

さんがいるなあと感じているんですけども、そういう割合というのを意識すると、とても一人ひ

とり取り出してという形でやっていっては追い付かない部分もあるのかなあということも思いま

す。ですので、日常の学校生活を送りながら、１割は丁寧な対応が必要なお子さんがいるんだと

いうことを、皆さん認識して、当たり前にいるという認識で関わっていただくと良いのではない

かなあというところも凄く感じます。それには、やはり、これまで教員養成課程でそういった関

係の知識だったり、対応の技術だったりというところをあまり情報に触れる機会がないまま現場

におられる方達が多いのではないかなあと思いますので、そこら辺を配慮するとやはり学校の中

で、１人そのことの専門性を持った方がしっかりといて、先生方をサポートするという形が望ま

しいのかなあと思います。具体的に言えば、校内の特別支援コーディネーターの先生にお力を発

揮していただくということが非常に重要になってくるかなあと思っています。その先生方が、各

学級担任の先生方と連携を密にして、特別支援の学級に位置付けるかどうかという辺りの相談と

は別に、このお子さんについては、「こういう風に関わると良い」とか、「こういうお子さんに

ついては、宿題をこういう風に出しましょう」とか、そんな風な具体的なサポートを特別支援コ

ーディネーターの先生からいただきながら、子どもさんへの関わりとかを工夫していくと良いの

かなあと思います。それには、特別支援コーディネーターの先生がフリーで動ける立場というの

が必要かなあと思います。今現在は、特別支援コーディネーターの役割を負っておられても、特

別支援学級の担任という役割に加えて、特別支援コーディネーターという役割を負っておられる

状況が多々あると思いますので、そうなると、特別に配慮が必要になったという時点で関わって

いただくだけで精一杯というところがあります。ですから、何年かけてとかは分りませんし、ど

のようにするとそういう風に出来るのかということは、私には分かりませんけれども、各学校に

１人、全体の生徒・児童に目を配らせることが出来る先生がいて、担任の先生と細かい連絡を取

りながらやっていかれる体制というのが一番必要なんじゃないかなあという風に思っております。

学級担任の先生ばかりではなくて、支援に入っておられる先生方が居られると思いますが、特別

支援教育支援員のお立場の先生方だと思いますが、その先生方にどのようにこのお子さんに関わ

っていただくと良いのかというところまでを、つまりは、支援の内容というところですが、そこ

まで特別支援コーディネーターの先生がお力を発揮されて、子どもさんへの良い関りが日常的に

あるという風な取り組みになると非常に良いかなあと思います。 

 それで、このお子さんにはこんな風なことが必要というふうになった場合に、子どもさんの側で

は、いったいいつの時間を使ってその指導を受けたら良いのか、普通に授業の中で出来る支援につ

いては、あまり考えなくていいんですけども、例えば、ビジョントレーニングだとか、そのお子さ

んには必要な授業等には上手く組み込めないものについては、日課の中のどこへ位置付けると上手

くいくのかというのも、もう一つの課題としてあると思います。中には、通級指導教室を利用され

るお子さんもある訳ですけども、そこら辺もいつ行くのかとか、どの時間を使って行くのかとか、

誰が送迎するのかという風なことで、だいぶ全てのお子さんが利用出来るという風にはいかず、し

かも、週１回という決まりがあるようです。やはり、なかなか毎日やったことと比べると、成果と



いう部分ではもったいないかなあと思いますので、先程申し上げた特別支援コーディネーターの先

生が学校の中でこの時間を使ってこれをやりましょうというようなことが日常的に出来て、そこを

通級指導教室の先生が、既にやっていただいていると思いますが、巡回でサポートするという風な

系統。通級指導教室の先生が、各学校の特別支援コーディネーターをサポ―トするし、特別支援コ

ーディネーターの先生が学級担任の先生方をサポートするという構図がしっかりと出来上がると

いいかなあと思います。 

岩本教育長： 今、二つの視点からご指摘をいただきました。それに関わって何かお考えがありましたらお願 

いします。また、こんなことを聞きたいということでもいいので何かありましたらお願いします。 

草間職務代理者： １割弱から１割強のお子さんがいるとのことですが、例えば、３０人いる学級では、３人とい

うことになりますよね。今の体制では、とても１人ずつという訳にはいかないけれど、先程言わ

れたように支援員の先生方がきちっと対応していけば、ある程度目が届く体制になるのでしょう

か。 

橋 爪 委 員： 足りるかどうかの判断は、ここでは難しいですが、要するに伸びにくい部分をいかに伸ばして

あげるかということだと思います。例えばですけども、言葉がなかなか出ないというお子さんで

あれば、この子には言葉を伸ばしてあげようという意識を持って、担任の先生も支援員の先生も

他の先生も関わるというようなことをやっていくことで、ゆっくりではあるかもしれませんが着

実に伸ばしてあげられるのかなあと思います。 

岩本教育長： 今、各学校にいる特別支援コーディネーターは、1人ずつ校長先生に決めていただいて、その 

先生が、色々なコーディネートをしている訳ですけども、学級担任をやっている先生が多い訳です。

そうすると、普通の授業中なんかは、そのことに関われない。そういった先生が本当に多く時間を

取って色々なところにも関われるような体制づくりをしなければいけないという部分をご指摘い

ただいた訳ですけども、現状だとなかなか、システムがそういったシステムではないので、これか

ら県や国に要望を出していかないといけないかなあと思います。 

髙 木 委 員： 資料を見させていただいて、本当に岡谷市が手厚く特別支援教育に力を入れているということ

がよく分かるんですけども、例えば、今年度の８月３１日の特別支援教育に関する研修会の出前

講座というのは、教職員の先生方に対する研修会なんでしょうか。５ページの事業概要の中にも

教職員の特別支援教育のレベルアップというところがありますし、先程、橋爪委員さんからもお

話がありましたけども、教職員の先生方が障がいについてどのくらいの知識を持っていらっしゃ

るかというところは、本当に個人差が大きくて、私も現場にいた時に知らないこともたくさんあ

りましたし、そういうことを知ってさえいれば、もっと違う対応が出来たのにということが、や

はり色々と思い出されて、先生方にそういう基本的な知識を持っていただくということが、いか

に重要であるかということを自分自身肌で感じています。ですので、なかなかそういう機会を持

つというのは、時間的にも難しいかもしれませんが、少しずつでもそういった研修を持っていた

だいて、中学は教科担任制であることから、学級の担任の先生だけ分かっていればいいというこ

とではなくて、本当にどの先生も同じように知識を持っていただく。どの先生も同じように接し

ていただくということが、重要になってくると思いますので、先生方に学んでいただく場という

のをこれからも持っていただきたいとなあと思います。 

岩本教育長： 出前講座はもちろん先生方への研修ですね。ＬＤ（Learning Disability）という子ども達の、

どういう子どもがそれに該当するのかということについても、実はつい最近まで知らない先生方が

多かったですね。でも、学力ということを考えたときにそういう根本的なことをきっちっと見てあ

げないかぎり、「頑張れ、頑張れ」だけではダメだということが分かってきて、それで、ＬＤ等通

級指導教室も非常に重要性も出てきて、必要性も出てきております。岡谷市は、本当に子どもの底

力を上げていくという点では、大事な取り組みにもこれから関わっていくことが出来るのではない

かなと思っております。 

藤 森 委 員： 特別支援教育大変充実していると思います。後は家庭の皆さんにも理解をしていただくとか、 

知っていただくという取り組みというのもますます必要になってくるのではないかなと思ってい

ますので、今後、そういったところにも手を入れていただいて、更なる充実を図っていただけたら

なあと思っています。 

太 田 委 員： 今、藤森委員さんがおっしゃったことで、直接特別支援について何か経験があるとかではない



ものですから、よく分からなかったんですが、少しずつ橋爪委員さんにもお伺いしていく中で、

今ここにも今年度の事業ということで出ているように、岡谷市では学校とか先生に対して少しず

つですけども、だんだん前進をして、充実をさせてきているということを感じています。ただそ

の時に、橋爪委員さんのお話を伺っても、もちろん先生や学校も大事なんだけども、保護者のみ

なさんが、どんな風に日々捉えて、接していくかということも非常に重要な点だということも感

じてますし、昨今の報道の中でも、例えば、モデルの栗原類さんのお話でも、お母さんの関わり、

考え方や接し方で非常に救われていらっしゃったんだなという部分も感じます。そうすると、何

かご家庭にこうしなさいとかっていうのもなかなか難しいし、何か違うのかもしれませんけども、

もしかすると、そういう対象となるお子さんを抱えていらっしゃる保護者のみなさん同士が集ま

って、いろいろな悩みを話し合ったり、「私はこんなことしてるのよ」とか「こんなことが困っ

ているんだよ」というようなことを気軽にやり取りが出来るような場が、あったりすると、保護

者のみなさんの考え方や姿勢、色々なものが良い方向に変化をしていって、中にはお互いに助け

合ったりという関係も築ける、そんな可能性も出てくるのかなあと思いますので、これは、場を

作ってそこにカウンセラーの先生が１人ずつぐらい付くということが理想だと思いますけど、何

らかの形で場を作ってあげるということを教育委員会ですることは、そんなに予算をかけずに出

来ることかなあと思いますので、もう一方でそんなことを推進していただけると、今、藤森委員

がおっしゃっていた部分もより充実していけるのかなあと思います。 

岩本教育長： 先ほど、ビジョントレーニングというお話しがありましたけども、ＬＤ等通級指導教室の中で

ビジョントレーニングは非常に大きな支援の一つなんですね。ちょっと簡単に皆さんに教えてくだ

さい。 

橋 爪 委 員： 実際にやってみた方が分かりやすいと思いますので、やってみます。 

＜橋爪委員と太田委員で指を目で追うビジョントレーニングを実演。＞ 

指を目で追う時に、子どもさんの中には眼振というんですけども、追えずに飛んでしまう方がい

ます。そうするといくら教科書を読みましょうと言っても、うっとうしい状況になる訳です。「勉

強しない、勉強しない」と言って先生に叱られちゃうし、お家の方にも言われちゃうというような

ことで、親子関係も悪化してしまうんですけど、そういうお子さんには飛ばないように我慢してみ

ようとか、注視を頑張ってもらったりとかというのがあります。それから、もう一つは、道具がな

いので出来ないですが、紐に穴の開いたビーズを通しておいて、片側を何処かに縛り付けるか、誰

かに持ってもらったりして、もう片側を自分で持ってもらうんです。それで、ビーズをスライドさ

せながら一箇所固定して、いくつに見えるか確認します。そうすると、右目で見た映像と左目で見

た映像を上手にチームワークよく一つに像を結ばせているお子さんは良いですけども、右目は右目

で見ていて、左目は左目で見ていると違う映像がダブって見えるお子さんもいる訳です。そういう

お子さんに一つに見えるまで我慢してもらって出来たら、ビーズをスライドさせながら何箇所でや

ってみるようなことをします。それが出来ないと板書を手元で写す時にあっちで焦点合わせて、こ

っちで焦点合わせるということが上手くいかなくなってしまうので、そういうようなことをとレー

ニングします。 

岩本教育長： 今まで私も４０年近くやってきたんだけど、全然知らなかったんですね。私達の頃も読んでい

ても１行空いたところを読んでしまったり、或いは、計算をやるときに数字にとことん苦手意識を

持って、どうしてこんなことが分からないだろうという子どももいたりして、特定の一つのことで

非常にハンデを持つような子どももいる。そういう子どもには、今のビジョントレーニングをやっ

ていく訳ですが、見えるか見えないかでは大変大きいことですので、そういうことをＬＤ等通級指

導教室の先生に教えていただいて、担任の先生がそういうことを出来るようになるということが、

先程、橋爪委員さん言った日常的な支援ということで、うんと大事なことだと思っています。これ

からいかに通級教室だけではなくて、全体にそういったことが理解されて、そして、誰もがそうい

った簡単なことを取り組めるようなるということが、どの子もアップしていくということに繋がる

のではないかなと思っています。 

橋 爪 委 員： 今は純粋に目のことだけですけども、学習が上手くいかないお子さんの中には、りんごという

文字を読んでもおいしそうな赤いりんごをイメージ出来ないお子さんもいるんです。そういうお

子さんに算数の文章題を頑張って解いてごらんと言ってもやはり何を言っているのか分からない、



何を答えていいのか分からない。そういうお子さんに１対１でついてイントネーションを上手に

使いながら、或いは、トレーニングでりんごと文字で書かれたカードの裏にりんごの写真か絵な

んかを置いておいて結びつけをよくするようなトレーニングに取り組んだりしながら、学習して

いくと、少しずつだけれどもそういったことが出来るようになっていくというような、そんなと

ころへの影響もあったりします。そんな感じで、それぞれ困りごとが違うんだけれども、そうい

うお子さんが１割いるという風に考えた時に岡谷市では子どもだけで４００人くらいいる計算に

なります。そのお子さん達が、例えば、職に就く時にどうなるかということを考えていかなけれ

ばいけなくて、自分で生計を立てられる人になってもらうことまでを見据えて、小学校、中学校

で何が出来るか、その先どんな支援ができるかとういようなことを考えていかないと、食べられ

ないということは、福祉の力で支えていかなければならなくなる訳で、大概そういうお子さん達

は、どちらかというと親元に残る可能性があります。そうすると岡谷市なら岡谷市にずっと住む

可能性が高い人達ということになりますので、そういう方達がいかいに職業に就けるかというと

ころまでの発想を持って、学校で何が出来るのかというところを本当に一生懸命やっていかない

と、大袈裟かもしれませんが街の存続にも関わるみたいな、そんな部分があるのかなあと思いま

すので、是非さらなる充実をさせていただければと思います。 

岩本教育長： ＬＤの疑いがある子どもを洗い出すということが一番大事だと思います。その時に、今、岡谷 

市では、チェックシートを各担任に渡して、ＬＤの疑いがあるかないかという確認をしてもらって、

もしその数が多いお子さんについては、ＬＤの加配の先生にお願いをして、面接をしてもらってい

ます。また、個別に授業をみてもったり、或いは、話をしたり、実際の学校生活の様子を見てもら

う。そこで、やっぱりこれはちょっと心配だなと思ったら、就学支援委員会の中に小委員会があり

まして、専門家が集まっているんですけども、そこにかけて、審議をしていただきます。そこで、

これは通級指導が必要だということになったら就学支援委員会にかけて、正式に通級というような

形になります。前に比べると洗い出しのチェックシートをきちんと使うという面がかなり進んでき

てるのは、とても良い傾向だなあと思いますので、これから更にそこのところを充実させて、目の

前の子ども達一人ひとりがどうであるかというところを色々な先生が色々な形の中で見て洗い出

す、そこから大事にしていきたいなと思っております。橋爪委員さんも更にＬＤだけではなくて、

障がいがあるお子さんに対しての支援の有り方だとか、今後の方向性みたいな点で意見がありまし

たらお願いいたします。 

橋爪委員： 随分、今、お話しをさせていただいきましたけども、やはり太田委員さんがおっしゃられたとお

り、保護者の方のお子さん理解というものが、一番大事になってくると思います。何といいますか、

あたかも子どもの育て方というものがあるような感じが世の中にはあるのかなあと思いますけれ

ども、突き詰めると、やはりこの子はどんな子なのかということを見極めて、その子なりの伸ばし

方をしてあげることに尽きるのかなあと思います。なかなか親御さんが、この子はどんな子かとい

う細かな部分までの見極めが、今まだ十分ではない感じがありますので、やはり親御さんがそうい

うことを理解する機会というのもどんな形が良いのか分かりませんが、作っていくと良いのかなあ

というのはあります。学校を卒業してしまった後も支えてあげられるのは親御さんだと思いますの

で、その意味も込めて思います。後は、ちょうど信濃毎日新聞にも、信州大学の医学部の方でリー

ダーシップをとって県内で発達障がいに詳しい専門医を育てようというようなことで、取り組んで

いただける記事が載っていましたけれども、身近なところでお医者さんにかかって適切なアドバイ

スをいただけるということは非常に大事かなあと思います。よくｅテレの番組なんかを見ていると

大分年齢が先にいってから、４０代だったり、もっと年齢を召されてからの場合もありますけれど

も、鬱という診断で長年働けずに困っていたけれども、生活保護を受ける段階になって整理をして

みたら初めて発達障がいだったということが分かったということがありますので、早い段階でそう

いう視点で診断をいただいて、必要なアドバイスをいただけるということが非常に重要かなあと思

いますので、岡谷市の場合も岡谷市民病院がありますので、そちらとの連携を今以上に持っていく

と良いのかなあと思っております。 

事 務 局： 信州大学の本田先生と市の健康推進課が連携して最初に子ども達の聞き取りをするチェックシ

ートを作成した方が良いということで、取り組みを行っているんですが、そういったチェックシー

トが出来れば、もう少し早い段階で発達障がいかどうかの見極めに繋がっていくのでしょうか。 



橋 爪 委 員： チェックシートは役に立つと思います。なので本田先生も取り組まれていると思うんですが、

ただ、チェックシートはお子さんの特性についてのさわりというか大雑把にひろう、ふるいにか

けるという機能しか果たせないかなあと思いますので、「この子のここが課題だよね」というと

ころが分かると良いと思います。やはり親御さんが毎日子育てを必死でされていると、昨日と今

日の違い、今日と明日の違いというのがあまり見られないと思うんですが、そこをある時、専門

家の方から何か指摘をいただいたり、アドバイスをいただくということで随分違うと思います。

そうなると病院のお医者さんがそういった視点を持って風邪でかかっても、そういった視点を持

って関わってくださっているというところが次に大事になってくるのかなあと思います。 

事 務 局： 今、本田先生と連携してやっているのは保健師とかがやっているので、例えば、保健師が専門 

的な部分である程度チェックシートの聞き取りの中で、該当する項目によって拾い出しが出来てき

て、次に繋がるとういうことでしょうか。 

橋 爪 委 員： そうなんです。そういうことになると、今、学校で困っているお子さんが遡ってどうだったか

どうだったかという検証をするのも何か役に立つのかもしれません。 

事 務 局： 信濃医療福祉センターの先生とも連携を取りながらやっているみたいなので、そうなってくる 

と、またそれが医療に繋がっていったりということになるのでしょうか。 

橋 爪 委 員： そうですね。本田先生が今、保健師さんと繋がってくださっているその連携を教育の方にも何

か学校で出来ることがないでしょうかというようなコンタクトを取って、お力を借りていくとい

うことも良いのではないかなあと思います。組織が分かれているので本田先生もこちらにはコン

タクトを取りにくいと思いますが、学齢期になって非常に問題は大きくなってしまいますし、私

がスクールカウンセラーとしてなぜ知識を持たざるを得ないかというところは、やはり心の問題

が生じてきて、とても心配される不可解な行動が観察されて、どうしてどうしてといって見てい

くと、この子学習で苦しかったんだというところに落ち着くことが多いので、それの先手を打つ

ということになれば、今言ったようなところで、保健師さんからの情報を活用しながらやってい

かれると良いと思います。 

事 務 局： 今年は、参事が来て子育て支援関係課連絡会議というのを立ち上げて、繋がりを作っていくと 

いう形ができたので、今の本田先生の取り組みがだんだん保育園にいき、小学校にいき、中学校に

いって、最後は、就職まで繋げていけるというような仕組み作りが出来ればいいんですが、個人情

報とかっていう話もあって、この会議の中でも課題になっている部分でありますけども、そういっ

たころが上手くクリア出来て、早めの対応をすることによって解決できる部分があるならそういう

ところは本当に重要な部分になりますので、個人情報とかじゃなくて、上手く繋がっていければと

思います。 

橋 爪 委 員： 書類ですると微妙かもしれませんけれども、人から人へ繋いでいく形で十分上手くいくのでは

ないかなあという感覚は持っているところです。岡谷の市費で対応してくださっている方同士の

情報の伝達というのは、とても有効かなあと思います。そうなってくると、最初に申しましたけ

れども、見えるようにはなってきたところは格段に進歩していると思いますが、そうなると分か

ったお子さんに対してどのようにケアをするのか、分かったけれどもどうすればいいのかという

ことになってしまいます。これは、進展してきたからこういう課題が浮かんでくるのだと理解し

ますけども、子ども達が自分に必要なことに取り組む時間が学校にいる間にないんですよね。そ

の子ども達が自分のことに取り組める時間枠というのが少し学校の生活の中で取れると、それぞ

れのお子さんが自分に必要なことを、つまり３年生の勉強をもう分かってしまって、手持ち無沙

汰になっているお子さんがいれば、そのお子さんは４年生の勉強に取り組んでもいいというよう

な形で、何かを一緒にやる部分とその子なりに個別に取り組む部分と学校の生活の中で少し分け

ていけばいいのかなあと思います。中学校なんかはもっと大変で、みんなが同じ動きをしている

中で、自分１人だけ外れて、例えば、通級指導教室に行くということが、どれだけそのお子さん

にとって抵抗があることか。親御さんが「うん」と言っても、なかなか子どもが動かないという

事態になりかねないなあと思いますので、この時間はみんなで自分のことをしようという時間が

あると「じゃあ僕は行ってきます」という風に出来るのかなあと思います。自分のことに取り組

める時間枠というのは必要かなあと思っています。 

岩本教育長： 大分色々なところまでご意見をいただきましたが、やはり１人の子どもの育ちの中で小さい時



から大きくなって、さらに自分で道を切り開いていくというそこまで、どういう支援をしていった

らいいのかというところを、まだまだ教育委員会としても考えていかなければいけないのかなあと

いうことを感じました。貴重なお話をありがとうございました。また、こういった話をときどきし

ていきたいと思いますので、そのときに講師として橋爪委員さんに来ていただけたらありがたいと

思います。それでは、この議題については以上とさせていただきます。次に報告事項に移りたいと

思います。 

 

○報 告 

１．教育部長等に対する事務委任規程の一部改正について  （教育総務課）  

岩本教育長： 報告事項１について事務局より説明をお願いします。 

＜事務局より教育部長等に対する事務委任規程の一部改正の内容について説明。＞ 

岩本教育長：  何かご質問、ご意見等はございますか。よろしいでしょうか。それでは、続いて報告事項２に

移ります。 

 

２．岡谷市小・中学校特別支援学級就学奨励費支給要綱の一部改正について  （教育総務課）  

岩本教育長： 報告事項２について事務局より説明をお願いします。 

＜事務局より岡谷市小・中学校特別支援学級就学奨励費支給要綱の一部改正の内容について説明。＞ 

岩本教育長：  何かご質問、ご意見等はございますか。よろしいでしょうか。それでは、続いて報告事項３に

移ります。 

 

３．学校統合アンケート結果について  （教育総務課）  

岩本教育長： 報告事項１について事務局より説明をお願いします。 

＜事務局より学校統合アンケート結果について説明。＞ 

岩本教育長：  少し付け足しをいたしますが、３月２日（金）に校章のお披露目式がありましたが、その時に

文部科学省の担当官が３人、岡谷田中小学校に来まして、そのお披露目式を見ていただいたり、或

いは、校舎内を回って、この統合に対する状況をつぶさに見ていただく中で、大変評価をしていた

だきました。非常に良い取り組みが出来ていて、これを是非、モデルとして全国に発信していきた

いというお言葉をいただいき、私共もまた勇気が湧いた訳です。今、お手元にある冊子は、統合企

画教員２人が中心として一生懸命関わっていただいた集大成かなあと思っております。教育委員の

皆様にも大変後押しをしていただいた結果でもある訳でございますけども、今後に生かしていきた

いと思います。何かご質問、ご意見等はございますか。よろしいでしょうか。それでは、続いて報

告事項４に移ります。 

 

４．学校保健統計とその考察について  （教育総務課）  

岩本教育長： 報告事項４について事務局より説明をお願いします。 

＜事務局より学校保健統計とその考察について岡谷市の状況等を説明。＞ 

岩本教育長：  何かご質問、ご意見等はございますか。よろしいでしょうか。 

それでは、次にその他ということで、事務局からお願いします。 

 

 



○その他 

・行事等について（各課） 

＜各課より行事予定について説明＞ 

・その他 

 

岩本教育長：  続いて委員の中でご報告等あればお願いいたします。よろしいでしょうか。 

それでは、最後でございますが、橋爪委員さんには、本当に長きに渡って教育委員として

大変ご尽力をいただきました。あらためて感謝を申し上げます。では、橋爪委員さん一言お願

いします。 

橋 爪 委 員： 明日３月１０日を持ちまして任期が終了するということで、２期８年間務めさせていただ

きました岡谷市教育委員の職を退任するはこびとなりました。微力ではありましたけれども、

皆様方と一緒に岡谷市の教育行政の充実、発展のために関わらせていただきましたこと、大変

光栄でした。ここにおられる岩本教育長先生をはじめ事務局の皆さん、教育委員の皆様方には

未熟な私を導き、お力添えをいただきましたこと心から感謝を申し上げます。また、様々な形

でご指導ご鞭撻を賜りましたすべての方にこの場で御礼を申し上げたいと思います。本当にあ

りがとうございました。ここで教育委員の職務からは離れますが、これまで抱いてきました教

育に対する特別な思いは、これからも持ち続けて、また別の形で力を注いでいかれたらと思っ

ております。最後になりますけれども、岡谷市の教育行政のますますのご発展をお祈り申し上

げまして、簡単ではありますが、あいさつとさせていただきます。本当にお世話になりました。 

岩本教育長： ありがとうございました。また、歓送迎会がございますのでそこでお話をさせていただき 

ますけど、橋爪委員さんの熱意に本当にいつも関心をしておりました。今日も思いを述べてい

ただきましたけども、橋爪委員さんのお考えのことをしっかりと私共胸に刻みながら、更に子

ども達のために頑張っていきたいと思います。是非、今後ともお力添いをお願いしたいと思っ

ております。本当にありがとうございました。 

＜次回開催日の調整＞  

岩本教育長： それでは以上をもちまして、３月の定例教育委員会を終了とします。  

  

終了１５時１０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




